
 事業所内保育所・地域交流支援室 

大塚わくわく園・ほっと☆ひといき 
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ＪＲ・阪急『高槻(市)』、『茨木(市)』京阪『枚方市』駅～京阪バス⇒『大塚町』、『竹の内町』バス停下車すぐ 

 

開所時間 

７：００～２０：００ 
 

利用料金（月極） 

27,100円～35,900円 

年齢により異なる 

入園申込みは法人まで 

開講時間 
１６：１５～１９：５５ 

 

利用料金（月極） 

5,000円～15,000円 

最大マンツーマンで勉強を 

通じて人生を学びます。 

開所時間 
２０：００～翌７：００ 

（完全予約制) 
 

利用料金(１泊/１時間) 
￥5,000-～/￥1000-～ 
無料の養育も実施可能、 

送迎も行なっています。 

地域ひといきHPをご覧下さい。(http://tiiki-hitoiki.org/) 
当法人は地域の子どもと家庭にいっぱいの笑顔を届けることをお約束します。 

※利用前には利用契約(会員登録)と事前見学(予約制)が必要となります。 

当法人の３つのｃａｒｅ  
 

Ｃｈｉｌｄ ｃａｒｅ…保育所、学童児支援、夜間養育 

その３つの事業を通じ、育児に忙しい家庭の皆様に 
 

  ほっと つける時間をお届けします。 
 

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ｃａｒｅ…もちつき大会などの地域に 

開いたイベントの実施やさまざまな親の会や育児技 

術講座の実施を通じ人とのつながりを強め 
 

  人がいきいき生きる力 を作ります。 
 

Ｃｏｕｎｓｅｌｌｉｎｇ ｃａｒｅ…カウンセラーを配置し 

虐待や不登校の対応だけでなく、ひきこもりや自殺 

などに対しても、たった一つしかない自分の 
 

 一生を大切に生きる力 を養います。 
 
正会員:会員数10名(-4) 賛助会員:会員数9名(-3) 

企業会員:会員数0社 寄付会員:会員数28名(-16)  

 地域ひといきでは当法人の事業を支援してくだ

さる、入会員様を募集しております。最近、よく

ニュースなどで子どもたちの虐待死や子どもを

狙った悪質な事件が報道されます。それだけでな

く学校などで問題となっているいじめやじさつ。

何か、日本の社会が崩れてきていると危機感を感

じているのは私だけでしょうか。このままの状況

が続けば私たちの未来を担う子どもたちはいった

いどんな社会での生活を余儀なくされてしまうの

でしょうか。 

 そんな状況の下、当法人は３つのｃａｒｅを基

礎として家庭を支え、地域を支えて地域力の向上 

を目指し活動をしております。国や地方自治体な

どの大きな単位では困難が生じる細やかな支援も

当法人の考える地域密着型の支援なら可能です。 

 子どもに関する事件に心を痛めているけれど、

自分には家庭も仕事もあるし、特別な事は出来な

いとお考えの方、ぜひ当法人にお任せください。  

 新規入会員様募集中 

 ひといき 

（人生き） 

 ひといき 

（一生き） 

 ひといき 

（一息） 
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2018年５月１日（年２回発行） ほっと ひといき （１）第２２号 

 昨年４月に開園の『大塚わくわく園』

は何とか初年度を乗り越えることが出来

ました。平均して４０名前後の児童が在

籍し、従業員数も３５名前後と以前に比

べて２倍ほどの規模となりました。 

 決算規模も１億円を越えて、法人とし

ての責務はとても大きなものになってい

ると感じます。月極保育部門では毎月の

１日全体研修において職員相互の意識統

一を図り、保育の質向上に努めていきま

した。また、地域子育て支援の核となれ

るように地域交流支援室の無料開放を行

いました。初年度にもかかわらず年間延

べ６４３名利用があり、多くの方が喜ん

でくださっております。また、一時保育

による預りも実施、こちらも年間延べ１

２５名の利用があり保育所から地域へ、

笑顔の発信基地となれるように努めてお

ります。今年度はさらにその流れを加速

していきたいと思います！！ 

 ☆事業所内保育所「大塚わくわく園」堅調☆ 

 今年もしっかり歩みたい  理事長 小林 聖司   

 今年が始まってすぐに近所にある有名な神

社に初詣に行きました。毎年恒例のおみく

じ、その神社のおみくじはよく当たります。

開園初年度だった昨年は年の前半は目まぐる

しく大変忙しくなり、後半から落ち着いてく

るというお告げ、まさしくその通りでした。 

 そして、今年の結果は・『大吉！』今まで

曇っていた雲が晴れて満月が照らされるごと

く今年は満ち足りたものになるだろうという

事でした。とはいえ、もちろん謙虚な姿勢と

切磋琢磨を忘れずにという戒めがあります。 

 そのお告げを胸に運営をしていると今年から

勤務した事務員さんに教えられることも多々あ

り、また読んでいる書物からも沢山のヒントを

見つけることが出来ております。従業員も主体

的にどんな保育園を造りたいのか、自分はどん

な保育や子育て支援をしたいのかを考えてくれ

るようになりました。それ以外にも地域交流支

援室を使用している団体がＴＶ取材で当園を使

用してくれたり（詳細は３ページ）必要な時に

必要なことが起きていて、本当に感謝です。こ

れからも謙虚に確実に歩みたいと思います。 

☆地域交流支援室では選択活動も☆ ☆園庭も整備し子どもたちも笑顔☆ 
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 平成２９年度活動状況および今後の展望  自 2017年4月1日～至 2018年3月31日 

◎大塚わくわく園（企業主導型保育事業） 

 平成２９年度は入園児３６名を迎えて４月に無事、開園をしました。職員体制ががらりと変わり

ましたので職員間の意識統一を図り、認可保育園の平均的な保育の質は確保出来たかと感じており

ます。決算においては職員体制をかなり手厚いものにしたことの影響もあり、減価償却費が決算を

圧迫して大幅な赤字を計上しました。来期にはしっかりと資産積立を実施したいと思っておりま

す。また、保育の質では初年度に従業員一人一人が培った知識や技術を使って、保育士が中心とな

り、主体的に保育園を作って全従業員が楽しみながら園運営を行っていけたらと思っております。 

◎高北のびのび園（夜間養育事業・社会的養護） 

 平成２９年度の夜間養育事業は前年度の流れをそのままに事業としての利用は減ってきておりま

す。運営場所は代表の自宅で運営者も代表がボランティアで実施していますので今年度ものんびり

とやっていこうと構えております。最近では市や府の相談センターからの問い合わせもあり、必要

があれば社会的養護を実施している状況です。また、今年度は再び事業場所が高槻市南部地域とな

る予定になっており、大塚わくわく園と上手く連携が出来ればと考えております。 

◎学童児支援事業 

 平成２９年度の学童児支援事業は子どもの貧困対策に学習支援塾「サンライズ」を継続して実施

しました。塾生は少ないもののその分ゆったりとした環境の中で子どもたちに勉強を教えることが

出来ております。これからも子どもの貧困対策を推進していきたいと考えており、今年度は学習塾

だけでなく、子ども食堂や放課後子ども教室など地域の子どもたちの居場所を作れればと考えてお

ります。また、毎年恒例だった小学生キャンプについて、前年度は開催日に台風が直撃し、やむを

得ず中止となりました、希望者も残念がっていましたので今年度も開催を予定しております。 

◎その他の事業 

 平成２９年度の集い場所の提供事業は『大塚わくわく園』地域交流支援室の無料開放、カウンセ

リング事業は育児相談としての無料実施で事業としての動きはありませんでした。今年度、カウン

セリング事業については従業員のスキルを発掘して保護者様がリフレッシュ出来るなアロマテラ

ピーやリフレクソロジーなどの事業展開を模索していきたいと考えております。育児知識等啓発事

業は書籍の販売収入の他に高槻市と協働でイクメン（プレパパ）講座を担うことになり、そちらか

らの委託費を計上しております。今年度は地域向けの子育て講座を地域交流支援室にて積極的に開

催していきたいと思っております。育児用品リサイクル事業、育児支援員仲介事業は変化はあまり

ありませんが、育児支援員は今後、地域の家庭に入り、家庭での養育をよりよくするための提案を

行い、保育士としての専門性を各ご家庭で発揮できるような形での事業展開を考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成2９年６月２８日 

○春の遠足(4歳児以上)○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成2９年１１月４日 

○親子うんどう遊び○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成2９年３月 

○畑での園芸保育再開○ 
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 平成２９年度事業別収支状況      自 2017年4月1日～至 2018年3月31日 

 地域交流室のご利用者様が関西でお馴染みの番組【探偵ナイトスクープ】の調査依頼に応募し

当選して撮影場所に困ったところ地域交流室を利用できないかとの依頼がありました。メディア

に対して細心の注意を払っていただく事での利用を了承しました。実際に『映ります』とは記載

していますが、場所の取り上げのみで園児や職員の出演はございません。ただ、地域ひといきに

よるコミュニティ発信の様子をTVを通して少しでも知って頂き、こんな場所があるのだと確認し

ていただけたらと思います。放送日は5/18（関西地区）になっております。お時間がありまし

たらご覧ください。また、地域ひといきではこのように『保育園から地域に笑顔を』をキーワー

ドに地域子育て支援を推進していきます。皆様の温かいご支援をお待ちしております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭整備完了(園庭開放実施予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの笑顔が溢れています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＶに映る地域交流支援室 

 『わくわく園がテレビに映ります』       事務員 浅見 英 

※一時保育事業については大塚わくわく園に統合して計上しております。（今年度より分離） 


